
箏
道
音
楽
院

そ
う
ど
う
お
ん
が
く
い
ん

平
成
５
年
入
会

◆

設
立
（昭
和

年
）

54

昭
和

年

月
に
、「
生
田
流
宮
城
会
内
田
社
中
」

54

4

設
立
。
平
成

年

月
に
、「
箏
道
音
楽
院
」
設
立
。

27

4

現
在
、
「
箏
道
音
楽
院
四
国
支
部
内
田
社
中
」
と
し

て
所
属
。

◆

代
表
者

内
田
道
子

う
ち
だ
み
ち
こ

◆

邦
楽
大
会
出
演
の
記
録

第

回
「
海
の
青
さ
に
」「
元
禄
花
見
踊
」

24
第

回
「
田
園
の
春
」

26
第

回
「
暖
流
」

27
第

回
「
御
代
の
祝
」「
萩
の
露
」

29
第

回
「
御
代
の
祝
」

36
第

回
「
飛
鳥
の
夢
」

38
第

回
「
深
み
ど
り
」

39
第

回
「
阿
波
の
風
」「
茶
湯
音
頭
」

40
第

回
「
八
千
代
獅
子
」

41

第

回
「
比
良
」「
豊
年
太
鼓
」

42
第

回
「
編
曲
八
千
代
獅
子
」「
秋
の
草
」

43
第

回
「
遠
砧
」

44
第

回
「
豊
年
太
鼓
」「
御
代
の
祝
」

46
第

回

子
ど
も
・
学
生
の
部
「
三
段
の
調
」

47

以
上
「
宮
城
会
四
国
支
部
内
田
社
中
」

第

回
「
古
都
の
詠
」

49
第

回
「
六
段
の
調
」

50
◆

受
賞
の
記
録

平
成

年

第

回
徳
島
県
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞

3

25

平
成

年

徳
島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞

10

平
成

年

賢
順
記
念
第

回
全
国
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル

13

8

銀
賞
受
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合
格

◆

会
派
に
つ
い
て

平
成

年

月
に
砂
崎
知
子
に
よ
り
「
箏
道
音
楽

27

4

院
」
設
立
。
四
国
支
部
内
田
社
中
と
し
て
所
属
。
古

典
、
宮
城
曲
を
主
に
お
い
て
い
る
が
、
現
代
曲
か
ら

新
曲
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
動
し
て
い
る
。
Ｆ

Ｍ
邦
楽
百
番
な
ど
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
に
も
出
演

し
て
い
る
。

徳
島
で
教
室
を
開
い
て

年
、
お
弟
子
達
と
共
に

40

お
さ
ら
い
会
や
記
念
演
奏
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
舞
台

で
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
弟
子
達
の
上

達
や
舞
台
演
奏
の
達
成
感
な
ど
、
溢
れ
る
ほ
ど
の
幸

せ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
弟
子
と
共

に
楽
し
く
邦
楽
に
か
か
わ
り
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆

稽
古
場

徳
島
市
内
、
三
加
茂
、
半
田
、
高
松
市
仏
生
山
町
な

ど
個
人
宅
へ
出
稽
古

〔
内
田
道
子
〕



平成24年 2月 19日「第38回三曲演奏会」あわぎんホール 『遠砧』

平成25年年12月 8日「内田道子開軒35周年記念箏曲演奏会」石井町中央公民館

平成28年 5月 22日「箏道音楽院創立記念演奏会」東京証券会館ホール


